
【
福
田
明
議
員
】
深
刻
化
す
る

雇
用
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
を

聞
く
。
連
日
の
よ
う
に
大
手
自

動
車
産
業
を
中
心
に
、
派
遣
な

ど
の
非
正
規
労
働
者
の
大
量
解

雇
計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
放
置
す
る
な
ら
、

大
量
の
失
業
者
が
路
頭
に
迷
い
、

年
を
越
せ
な
い
中
小
・
零
細
企

業
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
市
内
で
の
非
正
規
労

働
者
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者

の
雇
用
の
状
況
お
よ
び
経
営
状

況
は
ど
う
か
。

【
環
境
産
業
部
長
】
高
萩
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
管
内
68
社
の
調
査
結

果
で
み
る
と
、
現
在
の
雇
用
に

つ
い
て
「
過
剰
」
は
16
％
、「
先

行
き
過
剰
」
が
27
％
。
経
営
状

況
が
「
悪
い
」
は
30
％
と
な
っ

て
い
る
。

【
福
田
議
員
】
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
調
査
で
も
、
労

働
者
数
は
「
過
剰
」
が
現
在
の

16
％
か
ら
先
行
き
27
％
へ
と
11

ポ
イ
ン
ト
も
伸
び
て
お
り
、
今

後
、
市
内
企
業
で
も
人
員
の
整

理
・
解
雇
お
よ
び
資
金
不
足
に

陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
す

で
に
磯
原
工
業
団
地
で
は
先
月
、

工
場
閉
鎖
し
た
会
社
も
あ
る
。

高
萩
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管
内
の

求
人
倍
率
は
０
・
55
倍
で
、
全

国
と
県
の
平
均
の
０
・
80
倍
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
一
度

失
業
す
る
と
な
か
な
か
再
就
職

で
き
な
い
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
。

不
況
対
策
と
し
て
市
は
、
国

が
全
額
補
償
す
る
緊
急
保
障
融

資
制
度
の
存
在
を
市
内
業
者
に

知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
業
績
が

後
退
し
た
か
ら
と
い
っ
て
安
易

に
労
働
者
を
解
雇
し
な
い
よ
う

に
強
く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

【
福
田
議
員
】
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
、
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
さ
い

に
、
工
事
費
の
一
定

割
合
を
助
成
す
る
制

度
で
、
多
く
の
地
域

で
景
気
対
策
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
て

き
た
。
県
北
で
は
常

陸
太
田
市
で
実
施
さ

れ
、
い
わ
き
市
で
は
現
在
も
こ

の
制
度
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

助
成
額
は
両
市
と
も
工
事
費
の

１
割
で
、
限
度
額
が
常
陸
太
田

市
は
10
万
円
、
い
わ
き
市
は
15

万
円
で
あ
る
。
い
わ
き
市
の
ば

あ
い
、
平
成
14
年
か
ら
20
年
度

ま
で
実
施
し
て
い
る
が
、
助
成

額
約
２
億
２
６
０
０
万
円
で
工

事
額
は
32
億
６
７
８
０
万
円
、

助
成
額
に
対
し
て
14
～
15
倍
の

工
事
額
に
な
り
、
景
気
の
刺
激

策
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
日

の
状
況
を
み
る
な
ら
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
対
策
だ
と
確
信
す
る
。

過
去
７
回
、
同
制
度
の
実
施

を
求
め
る
質
問
を
し
た
。
豊
田

市
長
に
は
初
め
て
だ
が
、
こ
の

質
問
が
最
後
に
な
る
よ
う
な
前

向
き
な
答
弁
を
期
待
し
た
い
。

【
市
長
】
議
員
が
過
去
７
回
も

質
問
し
た
と
い
う
の
は
、
同
制

度
に
対
す
る
相
当
な
思
い
入
れ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
必

ず
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け

は
約
束
す
る
。

【
福
田
議
員
】
国
保
税
を
滞
納

し
て
い
る
た
め
に
、
事
実
上
「
無

保
険
」
状
態
を
強
い
ら
れ
て
い

る
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
全

国
で
約
３
万
３
千
人
、
本
市
で

も
15
世
帯
28
人
い
る
。
そ
の
内

訳
は
乳
幼
児
12
人
、
小
学
生
９

人
、
中
学
生
７
人
と
な
っ
て
い

る
。
親
の
滞
納
を
理
由
に
し
て

の
子
ど
も
の
無
保
険
は
、
病
気

に
な
り
や
す
い
子
ど
も
た
ち
を
、

事
実
上
、
医
療
か
ら
排
除
す
る

結
果
に
つ
な
が
る
。

子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
は
自
治
体
と
し
て
の

責
務
の
一
つ
で
あ
る
。
子
ど
も

の
無
保
険
と
い
う
事
態
を
改
善

し
て
、
早
急
に
保
険
証
を
交
付

す
る
よ
う
求
め
る
。

＊

市
議
会
質
問
後
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い

て
は
来
年
４
月
か
ら
保
険
証

を
交
付
し
、
無
保
険
を
解
消

す
る
こ
と
が
国
会
で
全
会
一

致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

【
福
田
議
員
】
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
３
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
る
制
度
に
な
っ
て
お
り
、

来
年
４
月
に
は
料
金
が
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

３
年
前
の
見
直
し
に
お
い
て

本
市
で
は
、
65
才
以
上
の
介
護

保
険
料
の
基
準
額
が
２
５
０
０

か
ら
３
９
０
０
円
に
、
56
％
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
引

上
げ
率
と
し
て
は
県
内
１
位
、

引
上
げ
額
に
お
い
て
も
県
内
２

位
と
い
う
大
幅
な
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
基
準
額
３
９
０
０
円
は

県
内
44
市
町
村
の
中
で
３
番
目

で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
引
上
げ

は
絶
対
に
お
こ
な
う
べ
き
で
は

な
い
。
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12
月
９
日
、
市
議
会
で
一
般
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
福
田
明
市
議
の
質
問
の
大
要
を
報
告
し
ま
す
。

市議会の本会議は誰でも傍聴することがで

きます。当日、市役所３階の受付で住所や氏

名を記入して傍聴券を受け取り、４階にある

傍聴席に入場という手順になります。

また一般質問のようすは、市役所１階のロ

ビーのテレビ画面でも生中継されています。

こちらはとくに手続きをしないでも視聴する

ことができます。上の写真でテレビ画面に映っ

ているのは、一般質問に立つ福田明議員。


